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常任委員会は 、 そ の 部門に 属す る 事務に 関し て 調査を 行う 権

限を 持っ て い ま す 。 所管事務調査は 、 市か ら 提案さ れた 予算案常任委員会の委員会
や 条例案な ど の 議案を 審査す る の と は 違い 、 常任委員会が 自主

レポート 的に テ ー マ を 設定し 、調査を 行い 、市当局に 対し 提言す る も の で所管事務調査報告
す 。 今回、 こ の 調査報告が ま と ま り ま し た の で お 知ら せ し ま す 。

※２ Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ールサポータ ー…急速な学校Ｉ Ｃ Ｔ 化を 進める 自治体等を 支援する た

※１ Ｒ Ｐ Ａ …ロ ボッ ト に よ る 業務自動化 め、 学校に おける Ｉ Ｃ Ｔ 環境整備の設計や使用マ ニ ュ ア ルの作成を 行う 支援員

ぬ ま づ 市議会だ よ り № 2 3 2 ＊ 1 0

総務
委員会

市職員の 業務に お け る
Ｉ Ｃ Ｔ の 活用に つ い て

文教産業
委員会

Ｉ Ｃ Ｔ 教育の 推進に つ い て

人口減少・ 高齢化が進む中、 限ら れた 職員で安定的

に 行政を 運営する た めの業務の効率化、 ま た 、 テ レ

ワ ーク やウ ェ ブ 会議など 非常時に おける 業務継続性

の確保など の観点から 、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用は必要不可欠

である 。

新型コ ロ ナ ウ イ ルス 感染症の感染拡大に よ り 、 小中

学校が臨時休業と なる など 、 災害や感染症の発生等

に よ る 緊急時に おいて も 、 Ｉ Ｃ Ｔ の活用に よ り 、 全

て の学びを 保障でき る 環境を 実現する 必要がある 。

令和元年は、 行政視察に おいて 、 Ｒ Ｐ Ａ （ ※１ ） に

よ る 単純作業の自動処理やチ ャ ッ ト ボッ ト に よ る 市

民から の問合せへの自動応答など 業務の効率化に 資

す る 先進事例を 学び、 令和 2 年は、 主に テ レ ワ ー

ク の導入事例に つ いて 、 先進自治体に 対し ヒ ア リ ン

グ を 実施し た 。

先進市町や周辺市町に 対し 、 Ｉ Ｃ Ｔ 機器の持ち 帰り

の状況等に つ いて 、 ヒ ア リ ン グ を 実施し た ほか、 講

師を 招き 1 人1 台端末環境の現状等に つ いて 学んだ 。

○Ｉ Ｃ Ｔ の活用に つ いて 、 学校間や学級間で差が出

る こ と のないよ う 、 教育委員会で活用の状況を 把

握し 、 対応する こ と 。

○児童生徒の学びの充実や、 教員のス キル向上・ 負

担軽減のた め、 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ールサポータ ー（ ※

２ ） やＩ Ｃ Ｔ 支援員、 地域のボラ ン テ ィ ア 等の外

部人材を 確保する こ と 。

○児童生徒用端末の持ち 帰り に つ いて は、 緊急時だ

けでなく 平常時に おいて も 行え る よ う に する こ と 。

○Ｉ Ｃ Ｔ の有用性を 職員に 周知する こ と 。

○Ｒ Ｐ Ａ の対象業務の拡大に 努める こ と 。

○テ レ ワ ーク は、 働き 方改革や業務継続性の確保に

寄与する も のである が、 導入に 当た り 整理すべき

課題も ある こ と から 、 市当局は引き 続き 先進事例

の調査研究を 行う こ と 。

○Ｉ Ｃ Ｔ は社会情勢の変化に 合わせ日々進歩し て い

る こ と から 、 今後も 常に 最先端技術に つ いて 調査

研究を 行う こ と 。

民生病院
委員会

高齢者の 新し い 生活様式の 下
で の フ レ イ ル 予防に つ い て

建設水道
委員会

老朽化する 水道管の 維持管理・
更新の 手法に つ い て

新型コ ロ ナ ウ イ ルス 感染症の収束の見通し が立た な

い 中、 感染防止対策を 行い な が ら 日常生活を 行う

「 新た な生活様式」 が 求め ら れて い る 。 フ レ イ ル 予

防に つ いて も 、 活動を 取り やめる のではなく 、 新た

な生活様式の下、 感染防止対策を 行いながら 活動を

展開し て いく 必要がある 。

本市の一部の水道管に つ いて は、 既に 法定耐用年数

を 経過し て いる 。 ま た 、 管路経年化率は、 全国平均

よ り も 高く 、 安心・ 安全な水を 持続的に 供給する 上

で老朽管への対応が課題と なっ て いる 。 こ のこ と か

ら 、 効率的な管路の更新、 整備の手法が求めら れる 。

神奈川県川崎市と 福島県会津若松市、 愛知県豊田市

の 3 市に 対し Ａ Ｉ や Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た 水道管の 劣

化予測に 関する 取組を 、 静岡県伊東市に 対し Ａ Ｉ や

Ｉ Ｃ Ｔ を 活用し た 漏水調査に 関する 取組を 、 長野県

小諸市に 対し 多額な費用を 要する 管路の効率的な整

備手法に 関する 取組を そ れぞ れ確認し た 。

本市のフ レ イ ルサポータ ーと の意見交換を 行っ た ほ

か、 先進自治体に 対し 文書に よ る 調査を 実施し 、 コ

ロ ナ 禍に おいて も フ レ イ ル予防事業を 展開し て いく

た めの施策に つ いて 学んだ 。

○マ ス ク の着用、 手指消毒、 3 密の回避など の感染

防止対策を 徹底し た 上で事業を 実施する こ と 。

○在宅でも 継続可能なフ レ イ ル予防の普及・ 啓発に

努める こ と 。

○大人数での集ま り を 避ける た め、 少人数で実施し

て いる 各地域の通いの場と 連携し ながら 事業の展

開を 図る こ と 。

○参加者が継続し て フ レ イ ルチ ェ ッ ク を 行う こ と が

でき る よ う 、 チ ェ ッ ク 後のフ ォ ロ ーに つ いて も 検

討を 行う こ と 。

○災害時に おける ラ イ フ ラ イ ン の早期復旧は重要な

こ と から 、 災害復旧協定を 締結し て いる 沼津市指

定給水工事店協同組合等と 引き 続き 連携を 深めて

いく こ と 。

〇常に コ ス ト 意識を 持ち 、 限ら れた 財源の中で効率

的な管路更新に 努める こ と 。

〇沼津市水道事業ビ ジョ ン の確実な進捗に 向けて 、

目標達成のた めの具体的な方策を 検討する こ と 。


